
島田市いきいき生活地域づくり講座アンケート 集計結果 

(令和２年 10 月 31 日) 

 

問１ ・性別  男性 13 人     女性  25 人 

 

   ・年代  ２０歳代 １人   ４０歳代 ３人  ５０代歳 ６人   

６０歳代 ８人   ７０歳代  20 人  ８０歳代 ０人 

 

      ・中学校区  第一・北 ６人  第二 13 人  六合 ９人 

         初倉   ３人    金谷 ４人  川根  １人 

 

問２ 講演感想 

① 非常に参考になった     13 人 

② 参考になった        23 人 

③ どちらともいえない     ０人 

④  参考にならない       ０人 

⑤ 全く参考にならなかった。０人 

   ＜自由記載＞ 

   ・健康寿命を伸ばすことが大事でそのために介護予防が必要だと改めて思えま 

した。 

   ・全体の流れは理解しているつもりだったが、改めて文字文章として勉強し直 

し大変参考になりました。 

   ・基本的な考え方や実践事例 

   ・事例に基づき理解しやすい内容であった。 

   ・細かいところまで教えてくださり良かった。 

   ・活動中 

   ・７０歳。これから活動または１０年後使用側になる時の参考になりました。 

   ・六合岸地区応援隊で活動しています。 

   ・応援隊のことを初めて知りました。 

   ・高齢化が進んでいる中でできる事が明確になった。 

   ・これから居場所づくりを開始しますので参考になりました。 

   ・応援隊ということが初めて聞くことだったので。 

・ご近所さんの連携はすごく必要な事だといつも思っている。気づきの大切さ。 

   ・困った人と関わりたい人をつなげることの大切さが、困っている人の把握と 

    サービス提供の一体化ということでよくわかった。 

   ・地域性もありまとめるまでどれほどの苦労があるのか考えてしまう。 

   ・具体的でわかりやすかった。 

 

 



問３ 現在活動しているもの 

① ボランティア    14 人 

② 趣味・サークル   ９人 

③ 居場所       ７人 

④ サロン       ３人 

⑤ しまトレ      12 人 

⑥ 体操教室      ３人 

⑦ 就業        ３人 

⑧ その他 ・週２回サポーターをやっています 

    ・ふれあい交流、子育て支援、岸町応援隊  

・民生委員 

 

問４－１「応援隊」の事例発表 

   「応援隊」を知っていましたか 

はい  29 人 

いいえ ７人 

 

 問４－２「応援隊」のような住民主体の地域活動について感想を伺います。 

    自分の地域にも必要だと思った    26 人 

    自分の地域に既にある        11 人    

   自分の地域には必要はないと思った  １人 

   わからない             １人 

  

問４－３「応援隊」のサポーターについて伺います 

   自分もサポーターになってみたい   11 人 

   ・時間があれば 

   どちらともいえない         19 人 

   自分はサポーターになりたくない    １人 

   サポーターになっている        ４人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



問５－１ 本講座において質問があればお書きください  

 

   ・応援隊発足時の収支、その後の収支について。事務用品、通信費等で赤字に

なっていないか（応援隊の持ち出しとなっていないか） 

    ←応援隊は、それぞれの地区社会福祉協議会の事業の一環として実施され、

活動の資金は市社協からの補助金や会費等の収入により賄われています。 

 

 ・自治会・町内会へのトップの方々への生活支援体制についての働きかけが 

    何回でも必要と考えますが、その点について市の考え方は？ 

    ←市では、毎年、協議体をとおして生活支援体制（地域包括ケアシステム）

の普及啓発も実施しています。協議体には、全てではありませんが、自治

会長や町内会長も出席いただいており、一定の理解は得られていると考え

ております。 

    

・百歳体操とはどういうものか知りたいです。 

    ←高知市で開発された介護予防体操「いきいき百歳体操」のことです。島田

市では、この百歳体操を基に作成された「しぞ～かでん伝体操」と「島田

市っ歌りげんき体操」を組み合わせた「しまトレ」を推進しています。（別

紙チラシ参照。市 HP にも詳細を掲載しています。） 

        

・本日のような講演をこれから行って頂きたい。お墓参りの同行はいかがなも

のかと思う。自治体がもう少し上に立ってほしい。サポーターは人数を増や

してもらいたい。（６０代未満の若者） 

←今後も普及啓発に取組んで参ります。 

お墓参りについては、親族の方に付き添っていただくのが最善だと考えま

すが、親族がいなかったり、遠方で支援が受けられなかったりする方がい

らっしゃいます。そのような自治体の支援の届かない方に対して地域の支

え合い活動で支援がされていることは大変素晴らしく、頼もしいことだと

考えております。 

     サポーターの人数を増やすために、養成講座の実施や広報活動といった後

方支援に取組んでおります。特に 60 代未満の方については、現役の方が

多くサポーターになっていただく方法を模索しているところです。 

    

・本講座に直接関係はしませんが、小地域での活動、発表の３地区以外で動き

があるのでしょうか。また、この３地域以外で進行中の箇所はどのくらいあ

るのでしょうか 

 ←当日配布させていただいた資料に「いきいき生活のすすめ」というものが

ありますので御覧ください。市社協ホームページや市ホームページでも随時

更新しています。応援隊のような取組については、第一中学校区内で立上げ

の動きがあるそうです。 



  問５－２ 質問への回答を希望しますか。 

    はい     ４人 

  いいえ   １３人 


